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日本の伝統的工芸品をパリから世界へ 

 日本の伝統的工芸品の情報発信拠点パリ 

フランス・パリは、ヨーロッパの中でも日本文化への関心がひと際高い都市です。1月26日付Weekly Reportにてお伝えしましたとおり、

今年は日仏友好160周年を記念し、両国間の相互理解を深めるイベント「ジャポニズム2018」がパリを中心に展開され、歌舞伎、能・狂

言、雅楽等の伝統文化から、現代演劇・美術やマンガ・アニメ展、日本映画の上映等まで幅広く企画実施される予定です。  

日本の食文化や、伝統的工芸品、生活雑貨などフランス人の生活に深く浸透しつつあり、日本食レストランや伝統工芸品、生活雑貨

などのショップが増加しています。 

今回は、日本の伝統工芸品、生活雑貨を展示・販売し、日本の文化を発信するパリ市内の2拠点をご紹介します。 

 

 

メゾン・ワ（ESPACE DENSAN） 

 クールジャパン機構からの出資を受け、ルーブル美術館に近いオ

ペラ地区に店舗があります。日本各地の生活雑貨や工芸品の一

般販売、伝統的工芸品に関して伝統的工芸品産業境界からの

委託を受けて、ESPACE DENSAN として情報発信、販路拡大

を図っています。店内には所狭しと日本の生活雑貨・工芸品がデ

ィスプレイされ、多くの外国人が来店していました。 
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店舗奥には、伝統的工芸品の展示スペースがあり、定期的に展

示テーマを入れ替えて、日本全国の伝統的工芸品の情報発信を

おこなっているそうです。鎌倉「二陽堂」の鎌倉彫も展示されていま

した。 

 

  商品の店頭販売だけでなく、B to B向けのインテリア用和紙

や漆塗りのタイルなど素材展示もおこなっています。 

 

 日本の伝統的工芸品を海外へ  

アトリエ・ブランマント 

日本の技術と文化を世界に向けて発信するため、元エルメス副社

長の齋藤峰明氏や京都の和傘製造等を手掛ける西堀耕太郎氏

等が協力してアトリエを運営しています。 

 

パリには、ご紹介しました拠点の他にもいくつかの日本の工芸品を

発信する拠点があり、パリ市民の日本文化への関心も高く、海外で

の反応を探るにはまさにうってつけの都市といえます。 

フランス人は、その工芸品の美しさだけでなく、その歴史、その創ら

れた背景にも関心を寄せるそうで、気に入ったものは流行り廃りでは

なく、永く大切にしていくそうです。パリを拠点に、日本の伝統的工芸

品が、そして日本文化がますます世界に広まっていっていくことを期待

します。  

以上 
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